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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 呼吸筋は単に換：気運動のvital air pumpとしての機

能（換気機能）のみならず，換気とは直接関係のない

機能（非換気機能）を合わせ持っている．従来の筋電

図法では，これら各機能にアプローチするには限界が

あり，今回新しい方法を開発し評価検討した．

 方法

 1．呼吸筋の換気機能検査

 （1）横隔膜三次元立体画像法

 定位置で呼吸停止させた状態下で，乳頭線上の高さ

から最下部肋骨端まで5mm間隔でCT画像を撮影後，

各CT画像上の横隔膜輪郭を点列でコンピュータに入

力し，上下の点列を結んで立体像を再構藻する．健常

成人を対象として，FRC， FRC＋11， FRC＋21の各肺

気量位での横隔膜立体画像を構築しその形態学的変化

を検討した．

 （2）chest wall co面gurationの多相面的評価法

 4対のpneumomagnetometerを用いて，胸郭の前

後，左右側方，腹部の前後，剣状突起と恥骨間の各距

離変化を測定した．健常例で種々の換気様式（安静換

気，胸式呼吸，腹式呼吸，Pdi＝0呼吸）における， chest

wall局所の動きを評価した．

 2．呼吸筋の非換：気機能検査

 Konllo－Meadダイアグラム上でrib cageとabdo－

menが描く曲線は，二つの特徴的ライン（iso－volume

line， relaxation line）を内在している．iso・v61ume line

では空気の出入りがなく，この間の呼吸筋活動は純非

換気機能である．

 relaxation lineでは横隔膜のみによって換気が行わ

れ，この間の肋間筋活動はfixatorとしての非換気機

能と．して働いている．健常例において会話，咳蹴，抵

抗負荷呼吸等の条件下で，KonnoMeadダイアグラム

上でのchest wallのconfiguration変化を上記二つの

lineを中核として解析した．

 結果及び考案

 1．横隔膜三次元立体画像法

 FRCからFRC＋11の間では，横隔膜は同一のドー

ム形態を保ちその高さのみが下降した．FRC＋21の高

肺気量位ではドーム部分が半円球状に変化した．

 2．chest wall con丘gurationの多相面的評価

 換気様式によりchest wall局所の動きの関与度は

異なり，各呼吸筋の活動度に対応していた．

 3．呼吸筋非換気機能

 吸気負荷時6hest wallのcon丘gurationのrelaxa－

tion lineからの離脱に対応して，肋間筋の活動増強が

認められた．咳漱，会話，笑い等の動作時はchest wa11

はiso・volume lineに沿った動きが認められた．

 結語

 1．横隔膜の三次元立体画像評価法を開発し，本方法

は横隔膜機能の解明に有用である．

 2．chest wallの多相面的評価法により各呼吸筋活

動の臨床評価が可能である．

 3．Konno－Meadダイアグラムのiso－volumeと

relaxation line上における動きを見ることにより，呼

吸筋の非換気機能が評価できる．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は3つの新しい方法を用いて，すなわち，（1）各肺気量におけるCT画像より再構築した横隔膜立体

像の形状変化から横隔膜機能を，および，（2）胸腹壁局所の三次元軸上の動きから各呼吸筋の相対的関与度を

評価し，（3）Konno－Meadダイアグラムから呼吸筋の非換気機能（胸郭形態保持，咳発作）としての役割を証

明した．

 以上，本研究は呼吸筋の機能を多面的方法を用いて検討し，新知見が得られており，今後への展開も期待さ

れ，臨床的にも応用できる学術上価値がある業績と思われる．
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